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第1:章

　

緒

　

言

余が木論文二於川力膜査惨出液ぷinusexsudat)

ト柵セルハ、人工気胸療法二由り横隔肋骨岩二

瀦溜沢ル惨出液ニシラ、患者起立位二於テ［レン

トゲン］検査ニョリ、液ノ上層が横隔膜圓頂ノ高

サヨリ下ﾆｰいレ場合り･總柵セ･･－モノナリ、而シ

テ、惨出液更二噌量シ、其上履が横隔膜圓頂マ

恚カニ超越セルモノハ、顛温上昇、利い持絨的

ナヽ胸部ノ激痛。赤血｡球沈降逍皮ノ顕著ナル促

進、肋膜ノ禰蔓帽なぶノ出現等ノ一般肋膜炎志

者二見ル如キ片明ナル肋膜炎症状サ呈セ･Lラ以

テ、社け惨出性肋膜設ラ起セルモノ1ヽ兄ノ､／ヽ､ご

ク、従ヽソテ惨出性肋膜炎惨出液トレフ 一括 セリ。

抑ぺ

　

≒工気胸仲卜於テ合併症トシ犬惣出性肋

膜府ノ斜現いレハ、夙二諸家(叶氏、長谷山氏、

立花氏、高田氏、p. Starke, V　Daniel et

popp, O.　Fried rich、Ｗ.　Neumann、Ｂ･

Papanikolau, C. Cruchen ｕ.ａ.･ノ認ム･･･トニ]

ロナリ。目｡亦､助膜竃參出ぷびSinusexsudat戸別



名、浚縁惨出液(Randexsudat)) /出現モ既知

ノ事賓ナリ長谷山氏、立花氏、C. Kruehen, J.

E. Wolf, Kiss, Matson, Herve, Deist u. a.)。

而シテ、人工気胸施術二由来スル、惨出性肋膜

炎ノ鍵生機轄几ビ像防法二開スル諸研究ハ既二

報告セラレタルモ、未完成ノ域川院シ得ズ。殊

二肋膜寄惨出液ノ如キヘ其無害性、一時的出

現性ノ故テ以テ看過セラレタリ。余ハ茲二著目

シ、肋膜官惨出液ノ臨林的観察及ビ其性状唆化

ニ就テ研究シ、併セテ、肋膜吝惨出液ト之レニ

縫絞シテ来レル惨出性肋膜炎惨出液トノ性状ノ

差違拉二惨出性肋膜炎ヲ･結託スノレマデノ臨休的

所見及ビ惨出液性状ノ号泣･７究明シ、惨出性肋

膜炎ノ特現ヲ･像知シ、之刊象防フヽル上二必要ナ

ル何等カノ條鮎ヲ･得ルヲ以テ目的トセリ。而シ

テ、従来ノ気胸術ハ慨シや空気這入二嫁ルニ鑑

≒余ハ先ヅ空気り途入シ研究ノ、？ﾚﾆ】

　

トトセリ。。

第２章

　

観察材料及ビ観察方法

　　　

第１節

　

観察材料

観察材料1・シテヘ東京帝國大學両學部第四内科教室

(附隔両院分院内科ﾑ、外来患者政二入院患者ニシテ、

肺結核48例、肺門結核６例總計54例ナリ。而ジテ、

検査・結果其成紙略レ一致セルヲ認メタルヲ以テ、検

査例数多カラザl／ドモ、－1ヽ-・ズ茲う坪究､ヲ終了ン報

告セゾト欲スルモノナリ。患者ノ年齢ハ40歳ノ成人

ヨリ、７歳・小児ニこ至ﾉt/。而シテ、コレ等観察材料へ

總ｆ現症こいｆ、肋膜炎ノ併殺症状=7有セザルモノナ

リ。概ジテ、肋膜吉ノ尖端二瀦溜シタル極メテ少量ノ’

惨出液・穿刺ハ頗ル困難ニシテ、0.3 c.ｃ･内外ノモノ多｡

ク、従ツブー化學的、細胞學的及ビ細菌學的検査ノ仝操

作ヲ行フロトハ屡；不可能ニシテ、僅ニRivalta氏反

町ノ陽性ナルコ1ヽ、及ビ穎微鏡下ニｆ細胞堵多ヲ検ジ

得タル程度二終りタルモノアリ。故二検査ノ全操作二

渡りテ行ヒ僣タル症例20例及ビ之ヨリ穿刺シ得タノl／

惨出液60同分二就テノｉ論述セソ1ヽ欲ス。

第２節

　

観察方法

　　　　　　　

第１項

　

人工気胸施術

人工気胸施術八總テ厳密ナル適態考察ノ後治療ノ目

的｡==-ﾃ行ヒシモノナリ、而ンテ其方法1ヽンテ・ヽ、Grass

式人工気胸びレ･バテ、千倍昇乖液ヲ通過セヅにタル空

気ヲ汁人セリ。。第１同注入量ハ成人二於テヘ200 C,Ｃ･

乃至300 cc.内外、以後漸次壇柚シテ、１同量800 C.C.迄

トセリ。余ノ践察ニャヘ總テ終晰ブ陰陽トナシ、陽

診タラシムルつ1ヽヲ極力避ケタリ。而シテ、小児ノ気

胸ハ成札二準ジテ行1ﾆ、空祗十人･辰及ビ気胸間隔ヲ加

減セリ。

　　　　　　　

第２項

　

惨出液採取

惨出液探取｡・ヽ気胸直後二行ヒ、「レゾド

同寫侃撮杉ヲ以テふ參出液・最上肘二目標ヲ附シ、其

ノ梢く下部大字刺・･テ探取セリ。而シブー、操作二因り

血液ノ混入シタルモノハ試料二供セザリキ。

　　　　　　　

第３項

　

細胞學的槍査

細胞撒（赤血球ヲ除キ｡タノレ細胞ノ總敬ニシテ、組織細

胞ヲモ含ム）へ非脱繊維素・モ｡・ニ就ﾌﾞｰ行ヒ、白血

球計算川｢ピペ。1ヽj Tiirk氏液、及ビBiirker氏計算

盤ニテ算定セリ。各種細胞ノ百分率ノ算定ニヘ惨出

液＝ﾌﾟ遠心沈澱シ、沈潰／１滴ニテ塗抹標本ヲ作り、

マイ・ワ゛リューｙワノ1／ド染色、マイ・ギームサ重複染
-皿｡

　

-W〃-'r㎜･--皿･-JJ=･㎜

　

=ﾐｰ〃-

　　　　　　　　　

〃

　

==ﾐ-

　

i－i-

色､｢へ｀71｀キジリｙ°２･オジｙ｣染色、｢オキシダーゼ｀｣

}l K(i Winkler･Schultze氏法ｿ及ビ｢ペルオキシダーゼヽ｣、

反庶(Ｇｒａｈａｍ氏法、佐藤一開谷氏法)ヲ施シ鏡検セリ。

従来､溶出液中二出現７ヽル細胞ヲ其形態學的性状ヨリ

判定鑑別フ､ルコ1ヽハ、頗ル困難1ヽセラレ・タルモ、余ノ

肋膜賓惨出液中ノ細胞へ末鞘血液標本二於ケル細胞

二比ジテ、何等遜色ナキ程度ニ、著明二染色シ'、判定

ノ安易ナルコ1ヽヲ以テ特徴1・ナスモノニシテ、諸種炎

症二於ケル惨出液内細胞ノ如ク、萎縮、崩壊、膨脹等

ノ樋化ヲ呈フ､ル場合川

惨出液ヨリ惨出性肋膜炎ヲ績我シタル場合ニ｡ハ、惨出

液中ノ細胞へ著明二縮小、濃染s／、其ノ判定ヲ困雖

ナラジムルモノ少ナカラフr。殊二大ナル単核ヲ有丿

大ナノl／細胞及ビ組織球二於テ然り。而シテ、余ハ高橋。
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縄 田氏 ノ肋 膜 腔 内 ノ遊 離 細 胞 一 関 ス ル研 究 ニ テ示 サ

レタ ル如 ク、内 被 細 胞 ノ定 型 的 ナ ル モ ノ及 ビ普 通 血 液

標 旗中 二 見ル が如 キ、種 々ナ ル 多 核 白血 球 及 ビ淋 巴 球

ヲ除 キ タ ル軍 核 性 細胞 ヲ、総 テ大 軍 核 性 細 胞 トシ テ一

括 シ、 且 萎 縮 、 崩 壊 、膨 脹 等 ノ著 明 ナ ル攣 性 ヲ呈 シ、

判 定 鑑 別 ノ困難 ナ ル細 胞 ヲ不 完 全 細 胞 ト総 稻 セ リ。赤

血 球 ・・、遠 心沈 澱 沈 渣 ノ赤 血 球 二N:及ビ塗 抹 標4く 二於 ケ

ル 赤 血 球 ノ概 数 ニ ヨ リテ 其増 減 ヲ推 定 セ リ。

第4項 化 學 的 検 査

化 學 的 検 査 ・・、 総 テ繊 維 素 ノ 析 出 充 分 ナ ノレ時 期 二遠

心沈 澱 シ、共 ノ上 澄 二就 テ行 ピタ リ。(1)比 重 測 定 ・・、

液 量 小 ナル:爲、Hammerschlag氏 法 ニ テ 行 ヒ 〃 リ。

(2)Rivalta氏 反 堕～ノ・、内裡3.6cm,深 サ19cmニ テ

上 方 ヨ リ200二 目盛 セルMesscylinder二 、水 道 水200

cα及 ビ氷 酷2滴 ヲ入 レ、 混 和 シ、 液 面1cmノ 高 サ ヨ

リ穿 刺 液 ヲ滴 下 シテ 検 セ リ。(3)pH・ ・東 洋 水 素 「イ

オ ン」濃 度 試験 紙 ニ テ算 定 セ リ。(4)食 聴 量 ハKorany一

Rusznyak氏 法 ニ ヨ リ、(5)糠 星 ノ・Hagedron-Jansen

氏 法 。(6)蛋 白 量 ・・液 量 少 量 ナ ル 場 合 ニ ノ・、Pulfrich

氏 浸 漬 屈 折 計 及 ビReissノ 蛋 白 量 表 ニ ヨ リ 測 定 γ、

液 量 多 量 ナ ル 時 ・・、 総 蛋 白 質 ・・Folin-Wu民 法 ニ ョ

リ、Tungsten一 酸 曹 達(9/dDl・ 羅n-H2SO4ト ニ ヨ リ テ

沈 澱 セ シメ 、 叉albuminノ ・、 飽 和 硫 酸 「マ ク'ネ シ ア 」

れニ ヨ リgl・bulinヲ 灘 セ"・ 濾 液 ヨ リー4酪 酸 ニ

テalbuminヲ 完全 二沈 澱 セ シメ、Kleldahl氏 窒 素 定

量 法 ニ ヨ リ テ 測 定 セ リ。(7)残 絵 窒 素 ノ・Kowarsky

氏7去 二 司 レ!リ。

第5項 結 核 菌 染 色及 ビ動 物 試 験

結 核 菌 染 色 ・・Ziehl・Neelsen民 法 二從 ヒ、繊 維 素 凝 塊

叉 ハ沈 渣 ニ テ行 ヘ リ。 動 物 試 験 トシ テ海狸 ヲ選 ビ、滲

出 液 沈 渣 ヲ、 大 腿 皮 下 並 二腹 腔 内 二注 射 シ、一・定 時 日

ノ後 、 夏 霞 腺 及 ビ臓 器 ヲ摘 出 シ、Zieh1・Neelsen氏 法

ニ ヨ リ、 結 核 菌 ヲ検 索 セ リ。

第3章 観察症例

氣胴金経過二於 テ、肋膜賓滲出液 二留マリ、滲

出性肋膜 炎テ績獲セザル場合 ト、肋膜賓滲出液

ヨ リ滲 出性 肋 膜 炎 テ績 獲 セル 場 合 トニ分類 シ
i

言已∫丞 セ ン トス。

第1節 滲 出性肋膜炎 ヲ績登 セノv場合 ノ症例

第1例 ■(女)、20歳 ・診1斯、肺結 核♪

氣胸経過 第1回 気胸時 二 氣胸 側 ノ胸痛 ヲ訴 ヘタ リ

シモ、肋膜轡滲 出液 ノ出現 ヲ見 フご。:第3回 気胸 時 二滲

出液出現 シ、:第4回 、第5同 二於 テ、 中等度 ノ肋 膜蜜

滲出液 ノ出現 ヲ見 タ リ。 第5同 気胸 ヨリ9日 後、気胸

側 ノ・胸痛 、登 熟 ヲ以 テ滲 出性肋膜炎 ヲ惹起 セ リ。 以後

3回 胸 水採 取 ヲ行 ヘ リ。

第2例 ■(男)、29歳(診 断、肺結核)

氣胸経過 第1同 氣胸施 術 ヨ リ第15回 迄、連結 中等

度 ノ肋膜蜜滲 出液 出現。:第16回 二至 リテ著 明二減少

シ、第17回 ヨリ第22同 迄、僅少 ノ液 ノ出現 ヲ見 タ リ。

第22同 気胸 時 ヨリ約2週 間後、氣胸 側 ノ滲 出性肋 膜

炎 ヲ績登 セ リ。

第3例 ■(女)、32歳(診 断、肺結 核 ・

氣胸経 過 第1回 気胸施 術時 ヨ リ第9同 迄、連続 中等

度 ノ肋膜蜜滲 出液 ノ出現 ヲ見 タ リ。後滲 出液漸次増量

シ、:第10同 ヨリ第12向 進 ノ:滲出液 ・・、横隔 膜圓頂 二

達 ス。:第12同 気胸後3日 ニ シテ、登熟、気胸側 ノ胸

痛 ヲ以 テ、 気 胸 側 ノ滲 出性 肋 膜 炎 ヲ纈 登 セ リ。

第4例 ■(男)、24歳(診 断 、 肺結 核)

氣 胸 経 過 第1同 気 胸 時 二液 ノ出 現 ヲ見 ザ リ シモ、第

2回 目 ヨ リ第14同 迄 中 等 度 ノ滲 出 液、 肋 膜 肋 骨 寮 内

二潴 溜 シ、:第15回 ヨ リ液=}量t梢ζ増 加 シ、:第18同 二至

リテ著 明 二壇 景 シテ、液 ノ上 界 ・・横 隔 膜 圓頂 二達 シ、

第19同 二 於 テ、 氣 胸 側 ノ滲 出性 肋 膜 炎 ヲ績 登 セ リ。

然 レ ドモ 、 獲 熱 、胸 痛 、赤血 球 沈 降 速 度 ノ顯 著 ナル 促

進 等 ヲ見 ザ リキ。 胸 水 ・・2同 排 除 セ リ。

第5例 ■ て男)、19歳(診 断 、 肺 結 核)

氣 胸 経 過 第1氣 胸 施 術 時 二、氣 胸 側 二 劇痛 ヲ訴 ヘ タ

リ シモ、 登 熟 、肋 膜 摩 擦 音 ・・認 メラ レ席 リキ。 胸 痛 ・・

約24時 間 後 、 完 全 二消 退 セ リ。 肋 膜 蜜 滲 出 液 ・・第1

同 氣胸 時 ヨ リ第3回 迄 陽 性 ニ シテ、著 明 ナル 血 性 ノ外

観 ヲ呈 ス ル 滲 出液 ヲ 得 タ リ。:第4同 氣胸 ヨ リ第7向

進 、肋 膜 賓 滲 出液 ノ出現 ヲ認 メ ザ リ シモ 、 第8回 ヨ リ

再 現 シ、 第12同 二至 ル モ気 胸 園 二 液 出 現 セ リ。 其 ノ

間 、 胸 痛 、 登 熟 、 肋 膜 摩 擦 音 等 ヲ認 メ フご。 第12同 氣
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胸 ヨ リ9日 後氣胸側 ノ滲 出性肋膜 炎(血 性)ヲ績 獲 シ、

之 ヨ リ更 二1週 間後、反対側 ノ滲 出性肋膜 炎(血 性)ヲ

惹 起 セ リ。

第6例(男)、25歳(診 断、 肺結核)

氣胸 経過 第1同 氣胸施 術後、 氣胸 側二劇痛 ヲ訴 へ

咳漱 、喀褒 バー時 培加 セル モ登熟 ナク、 肋膜寳滲 出液

ノ出現 ヲ見 ズ。第2同 氣胸時 二僅少 ノ肋 膜窟滲 出液 出

現 、第3同 ヨリ第5同 迄 液 ノ出現 ヲ見タルモ、其量第

2同 時 ト殆 ド同量、 最終回 ノ氣胸 ヨ リ約1週 間後 二、

氣胸 側 ノ滲出性肋膜 炎 ヲ績 蛮 シ、 之 二:欠デ、反射 側 ノ

滲 出性肋膜炎 ヲ績 駿 セ リ。

第7例 ■(男)、13歳(診 断、肺門結核)

氣胸経 過 気胸第2同 目 ヨ リ僅少 ノ肋膜蜜滲 出液出

現、第7回 目 ヨ リ液培 量 シ、液 ノ吸取 日数18日 ヲ要

セ リ。第9同 氣胸 時 二、液著 明二屠 竜 シ、液 ノ上層 ノ・

横隔膜 圓頂 二達 セ11。 コ レヨ リ約2週 間後、 筈明 ナ

ル肋 膜炎症状 ヲ以テ、 氣胸側 ノ滲 出性 肋膜 炎 ヲ綬 獲

セ リ。

第2節 滲 出性肋膜炎 ヲ績登 セザ リシ場合 ノ症例

第1例 ■(女)、16歳(診 断、肺結核)

気胸纒過 第1回 氣胸 時、氣胸 側 二胸痛 ヲ訴 ヘ タルモ

滲 出液/出 現 ヲ見 ズ。第2回 目ヨ リ中等度 ノ肋膜 蜜滲

出液 出現、 第4回 氣胸時、肋 膜癒著 ノ剥離(上 葉領域

ノ膜状癒著)ト 共 二液培 量 シ、 液 ノ上層 ・・横隔膜 圓頂

二達 セ リ。

以後、:第20同 迄 中等度 ノ肪 膜竃滲 出液連続 出現 セ リ。

第2例 ■(女)、23歳(診 断、肺結 核)

氣胸経 過 肪腹癒滲 出液 ノ・、 第8回 目氣胸 ヨ リ出現

ス。 以後連続 波 ノ出現 ヲ認 メ、:第10同 ヨ リ:第18同道

中等 度 ノ肋 膜蜜滲 出液潴 溜、液 ノ消失 日数 ・・約2週 間

ヲ要 セ リ。 第19回 ヨ リ液墳 量 シ、横隔膜 圓頂 直下 二

達 セ リ。襲 熱上昇 ナ シ。 赤血球沈降 速度 ・・平均28.5

mmヲ 算スル ニ至ル。現在氣胸 ヲ織綾 中ナ リ。

第3例(女)、34歳(診 断、肺 結核)

氣胸経過 肋膜 賓滲 出液 ノ初 回出現 ノ・、第19回 薫陶

時 ナ リ。 其後第39同 道、連続 中等度 ノ液潴 溜 セルモ、

著 明二塘多 スル傾向 ナ シ。肋 膜蜜滲 出液 ノ消 失 日数 ハ

',/テ10日 以 内ナ リ。

第4例 ■(女)、20歳(診 断、肺結核)

氣胸経 過 肋膜笹滲 出液 ノ 出現 ハ 第3同 氣胸 ヨ リ始

マ リ、第3同 ヨ リ:第6回 迄 ・・少量潴 溜、第7同 ヨ リ:第

13回 迄稽=多 量 出現、:第11同 氣胸時 二気胸 側 ノ胸痛
リ

ヲ訴 へ、 摩 擦 音 聴 取 セ ラル。 第14同 ヨ リ最 終 同 マ デ

ノ・、 肋 膜 蜜 滲 出液 潴 溜 セ ズ。 然 レ ドモ 、其 ノ間 二 於 テ

モ、氣 胸 側 ノ胸 痛 ヲ訴 へ、 肋 膜 摩 擦 音 時 々聴 取 セ ラ レ

タ リ。

第5例 ■(女)、19歳(診 臨 肺結核)

氣胸経過 第1同 気胸施術時 二 気胸 側 ノ胸痛 ヲ訴 ヘ

シモ、滲 出液 ノ出現 ヲ見 ズ。第2回 目 笥リ中等 度 ノ肋

膜竃滲 出液出現 シ、以後稚 く塘 量 セル モ、横隔膜 圓頂

二達 セズ。爾来今 日モ向氣胸 織綾 中 ナル モ、肋 膜蜜 滲

出液 八達 績認 メ ラレ・タ リ。

第6例 ■(男)、25歳(診 断、肺結核)

気胸経 過 第1同 氣胸施 術時、 氣胸 側 ノ胸痛 ヲ訴へ、

登 熟37.5度 二及 ビタル モ、滲 出液出現 セ ズ。第3回

目 ヨ リ少 量:ノ肋膜竃滲 出液 ヲ認 メ、:第4同 ヨ リ培 量 シ

テ中等量 トナル。肋 膜賓滲 出液 ノ消 失 日徽 ノ・、1週 間

以 内ナ リキ。

第7例 ■(女)、21歳(診 臥 肺結核)

気胸 経過 肋膜賓滲 出液 ノ出現 ノ・、第8同 気胸 ヨ リ始

7ル 。 第10同 氣胸時 ヨ リ稚 く」書置 シ、横隔膜 圓頂 直

下 二達 セ リ。 時 二、氣胸側 ノ肋膜摩擦音 ヲ認 メ、胸痛

ヲ訴 ヘ タ リシモ、 赤血球沈降速 度 ノ・良好 トナ リ、 第

12同 ニテ氣胸 ヲ完 了セ リ。

第8例(男)、20歳(診 断、肺 結核)

気胸経過 第1回 氣胸 直後、氣 胸側 二劇痛 ヲ訴 へ、登

熟38度 二及 ブ。肋膜窟 滲 出液 ハ第2回 氣胸時 二出現
o

セ リ。 策4同 気胸時 ヨ リ第8同 迄、滲 出液 ノ出現 ヲ認

メ フご。第9同 氣胸時 二中等度 ノ肋膜蜜滲 出液再現 セル

モ、 自室駒競 二他量的 二攣 化 ヲ認 メ ズ。

第9例 ■(男)、26歳(診fir,肺 結 核)

気胸経過 第1同 氣胸時、胸痛 、登熟 上昇 ヲ訴 フ。肋

膜蜜 滲出液 ・・第4回 目二 出現、 第8同 迄連 綾出現 セ

リ。第10回 目以後 ハ認 メラ レズ。肋膜 蜜滲 出液 ノ液

量 ハ中等度 ニシテ、液 ノ消 失 日数 ノ・4日 前後ナ リ。

第10例1(女)、20歳(診 断、肺 門結核)

氣胸経過 第1同 氣胸時、激 シキ氣胸 側 ノ胸 痛 ヲ訴ヘ

タ リシモ、滲 出液 ノ出現 ヲ見 ズ。第3同 目 ヨ リ軽度 ノ

肋 膜蜜滲 出液 出現 シ、 次第 二増 量 セル モ、横隔 膜圓頂
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ヲ越 ヘ ズ。 第12同 迄、連続液/出 現 ヲ見 タ リ。登熟

・・37度 前後 二下降 セ リ。肋膜資滲 出液 ノ消失 日鍛 ・・

10日 乃至1週 間 ヲ要 セ リ。

第11例 ■(男)、30歳 診断、 肺結核

気胸経過 肋膜蜜滲 出液 ノ・、 第4同 氣胸時 二出現 シ、

氣胸側 ノ胸痛 ヲ訴 ヘ タ リシモ、共胸痛 ハ肋膜癒著部位

二相 當 セ リ。第9同 迄連 続、肋膜蜜 滲出液出現、第9

回以後 ノ、陰性 ナ リキ。

第12例 ■(女)、18歳(診 断、肺結核

気胸経過 第1同 気胸後5日_シ テ、気胸側 二肋膜摩

擦 音 聴 取 セ ラ レ〃ル モ、 滲 出 液 ノ出現 ヲ見 ズ。13同

二及 ブ氣胸 中、第8回 氣胸 時 二於 テ ノ ミ、軽 度 ノ肋 膜

疲 滲 出 液 ノ出 現 ヲ見 タ リ。

第13例 ■(男)、18歳 診 断 、 肺 門 結 核ノ

気 胸 経 過 肋 膜 資 滲 出 液 ノ出 現 ハ、笛3同 氣 胸 時 ニ シ

テ、胸 痛 ヲ訴 ヘ シモ、肋 膜 摩 擦 音 ナ シ。 液 ノ消 失 日数

ハ3日 。 以後 連 続 液 出 現 シ、第7回 二fリ テ 中 等 量 ト

ナ リ、 液 ノ消 失 日数 ハ約11日 ヲ要 セ リ。 気 胸12同 二

及 ビ、 登 熟 ナ 〃、 沈 降 速 度 モ 正 常 トナ レ リ。

第4章 成績姓二考按

第1節 肋膜賓滲出液内細胞所見

第1表 滲 出性肋膜炎 ヲ緒登 セル場合 ノ肋 膜賓滲 出液 ノ細胞學 的性 状
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中期 又 ノ・晩 期 二於 テ、 血性 ノ外 観 一・呈 ㌦ モ ノ

ア リ.漿 液 性 液 ・概 シ引晩期 若 ケハ中期 二於 ケ

ル滲 出液 ナ ル モ、 液 出現 ノ初 期 ヨ リ漿 液 性 ナ ル

ア リ
。 之 ラ要 ス ル ニ早 期 出 現 ノ液 ノ外 観 ハ膜 様

ナ ルモ ノ多 ク、 氣 胸 ノ経 過 ト共 二膿襟 度漸 減 シ

テ或 ・・血性 ノ外 観 斗呈 シ、 次 デ漿 液 性 トナ リ、

或 ノ・漿液 性 二次 デ血 性 二攣1ピ へ・・モ ノア リ。 殊

二・ 後 二至 リ滲 出 性 肋 膜 炎 井縮 縫 セ ル ・・膜 様 、

漿 液 性 次 デ血性 ノ過 穆 ・辿 ・モ ・多久 上澄

液 ノ淡 黄 色 が著 明 ナ,し濃 黄 色叉 ハ黄 褐 色 斗 星 な

第1項 滲 出液 ノ外 観

二滲 出液 ノ外 観 ノ・液 ノ出現 及 ビ採 取 ノ時 期
二從 ヒ

夫 々異 ナ ル.検 査 セ シ20例 ヨ リ取 り出 シ得 タ

ル滲 出液60回 分 中腰 様26 .7%、 血 性15.0%、

漿 液 性淡 黄 色叉 ・・黄 褐 色58.3%0ニ シ テ調 濁 度

ハ色 調 二準 行 ス
。 而 シテ膜 様 液 ノ・総 テ気 胸 早 期

ノ滲 出液 帥 チ第1同 気 胸 乃 至 第6同 気 胸 位 マ デ

ニ取 り出 シ得 タル滲 出液 ナ リ
.血 性 液 中 一 ハ第

5症 例 、 鈴 木 ノ如 久 早 期 ヨ リ全 経 過 テ通 ジ テ

ト血性 ナル ア リ、 叉膜 様 若 ク ・・漿 液 性 液 が気 胸 ノ
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ルモノ多シ。稀ニハ黄緑色二髪ズルモノアリ。

文ｅに見ルニ長谷山氏ハ、逡縁惨出液ノ外観ハ

血性サ呈セル１例ヤ除キ、總テ漿夜性黄色ナ

リシト言フ。 Ｇ. S. Wilson ｕ. Ｒ. Ｃ. Win-

gfeildハ人工気胸二由来犬ル惨出性肋膜炎惨出

液へ其外観ノ涸濁度－ヨリ３種、印チ(１)外

観満澄ニシテ漏出液ノ性状ヲ･有ノ、ルモノ、(２)

外観清澄ナルモ多量・繊維素凝塊せ含ム惨出

液、(３)外観涸濁シラ明カニ膿様ナル惨出液、

二分類セリ。而シヘ氏等ノ膿性惨出液ハ余ノ

膿性肋膜賓惨出液ドハ明カユ異ナリ、前者よに

トシテ中性多核白I帆球二富ミ、結核菌弼陽性ナ

ルニ反シ、後者ノヽ主トシテ｢エオジン｣嗜好性多

核白血球二富ミ、結核爾

　　　　　　　

第２項

　

細胞撒

惨出液ノ細胞数ハ液ノ外観、殊二涙濁度こ比例

ノヽ。細胞散ノ最モ大ナノレノゝ膿様液ニシテ、之二

次クヘハ血性液、漿液性液ナリ。而シテ、余ノ肋

膜吝惨出液ト惨出性肋膜炎ヲ績特セル場合ノ惨

出液トテ比較スルニ、症例20例二就キ取り出

シ得タル肋膜官惨出液55同分及ビ惨出性肋膜

炎惨出液５同分二就テ見ルニ左表ノ如シ。

　　　

第３表

　

肋膜賓惨出液ノ細胞徴(ＣＣｍ)

細　　胞　　敷 同　徽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ細　　胞　　徴用撒

90.000－30.000　　2　　5.000―3.000　　14

30.000―10.000　10　　3.000－1.000　，8

10.000－ 5.000 16　1.000－ 100　　5

第４表

　

績曇セル彦出性肋膜炎惨出液ノ

　　　　　　

細胞戮(ＣＣｍ)

細

　　

胞

　　

収

1500－1000

1000－ 100

同

　

敷

---

　

１

一一一一一一一

　

２

-

　

２

斯ノ如ク、肋膜寄惨出液ノ細胞数｡・ヽ、惨出性肋

膜炎惨出液ノ其レ月をカニ凌駕ス。前者ハ最高

84700ヨリ最低195ラ算シ、穿刺液55同分中

72.72ガハ30000毫ヨリ3000豪ユ至ル。之ニJえ

ン 後背．・ヽ最高1900、最低600ニシテ、前者ト

格段ノ相違Iアリ。

【第17巷

之リ’、従来報告セラレタル結核性惨出液ノ細胞

敬二比較いレニ、土田氏・ヽ最高15625、最低56

ニシテ、1000乃至3000ノモノ50．1％リ･占ムル

トシ、［J

3000ナリlヽセリ。

　

余モ亦10例ノ結核性肋膜炎

患者二就刊

W - － － ﾆ／丁 、1000乃至3000豪ノモノ晨モ多ク平均

2462 ^算セリ。以上ノ報告ヨリシテ、結核性感

出液ノ細胞数ハ最高値15625、最低値56ニシ

テ、1000乃至3000ノモノ最モ多キモノヽ如シ。

吏ニ、健康人胸腔液内細胞敬1ヽ比較スルニ、出

井氏ハ400乃至7000ニシテ、500乃至1000内。

外ノモノ晨モ多シトシ、高橋維田氏ハ1700乃

至6200、平均4550ナリトセリ。

以上ノ成績ナ綜合スルニ、余ノ肋膜賓惨出液ノ￥･

健康者ノ胸腔液及ビ結核性肋膜炎二比シテ、細

胞敬頗ル大ナルコトハ注目こ一値ソ、ルトコロナ

リ。気胸維過二於ケル細胞敬ノ撥化ラ観ルニ、

肋膜吉海出液ヨリ惨出性肋膜炎二移行セル場合

一八､液ノ細胞敬ノ減少度ハ極ｙテ顕著ニシテ、

上掲セル症例、飯ｍ、石塚(女)、石塚(男)、原

井ノ諸例二於テ明カナル如ク、惨出性肋膜炎二

移行スルニ及ビ細胞敬ハ激減シ、1000以下トナ

レリ。之二反シ、惨出液肋膜炎ヲ･絹殺セデリシ

モノハ、其細胞敵ハ気胸ノ維過ト共二減少スル

モ、其減少度拉二減少恚度ハ、前者二比シテ急

速ナラズ、且一定ノ細胞敬二達フ、ル時ハ細胞ノ

減少ハ停ILシ或ハ却テ噌加フ、･レモノ(症例林、

井上)アリテ、前者ト趣ラ異－ス。

細胞放1ヽ像後トノ開係ハ、細胞敬1000以下二

減少セノし場合ニハ禄後不良ニシテ、惨出性肋膜

炎緬良ノ危瞼甚大ナリ(症例、原井、飯田、石

塚ぐ女八石塚(男))。故－、細胞敬ノ減少度ハ像

後二開係アルモノヽ如ク、且亦之ヲ以テ惨出性

肋膜炎ノ蒔現ヲ･像防シ得ル頃要リリレ観察鮎トナ

リi宍ト

　

シ。

　　　　

第３項

　

中性嗜好性白血球

中性嗜好性白血球､ハ肋膜吉惨出液検査55同二

於テハ細胞總敵中平均5.23%、惨出性肋膜炎ニ
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移行セル惨出液｡・ヽ平均9.32ガユシラ、後者泡こ一

高値ナリ。結核菌陰性ナル肋膜吉惨出液ニテモ、

症例飯[[1(22.0%)、原田(14%)、見米(11．5％八

宮野(14．5ｸり、井上(15 。0 ％)、中舘(69．6％)、

伊藤(21．5％)ノ如ク、比較的多斂含ムモノアリ

テ、結核性叉ハ非結核性傅染性惨出液ヲ橡想セ

シム。而シテ、気胸経過二件フ中性嗜好性白血

球ノ受動ヲ見ルニ早期出現ノ惨出液ニアリテ・ヽ

其百分率比較的低ク、後漸噌シ、晩期ニハ再減

フヽルモノノ多ク、之が惨出性肋膜炎？登現フ、ルニ

及ビ、急速二更二噌加シ、後淋巴球之二代リう・

出現犬ル場合アリ、症例飯田ノ如シ。

肋膜寄惨出液内中性嗜好性白血球ハ、結核性惨

出液二於りレガ如ク、縮小目｡濃染ノ傾向ナク、

大牛ハ正圓形リ

シ、穎粒ハ慨シテ血液塗抹標本ノ夫二比シ明瞭

ナラズ、一見無頼粒ノ如シ。核ハ悍状ラ呈りレ

モノ症例飯田(0.3％及0.570、宮野(0.3％)、

戸=舘(0．8％ト・極ノテ少敬認ノうレタルノミ。

核ハ縮小セズ、｢クロマチン｣索及ビ核漿４判別

シ得。時へ噫性シ、核ハ濃染シ、軍核化スル

モノアリ、或ハ原形質二敷箇ノ空胞ザ認へ若

グ裸核トナリタルリ認ムルコトフリ。[オキ

シダーゼ]反忠及ビ｢ペルオキシダーゼ｣反忠へ

血液標本こ一比シ弱反忠一y呈シ、憂性セル中性多

核白血球ノ如キハ明カニ雨反営々呈セ八肋膜

吉惨出液こ反シ、結核性惨出液二綬ジタルハ、

中性多核白1飢球ハ著明二縮小シ、濃染シテ鑑別

ｚ困難ナル場合アリ、。

　　　

第４項｢エオジンヅ嗜好性白血球

肋膜賓惨出液ノ最モ特徴トナペハ、｢エオジン」

嗜好性多核白血球噌多ナリ。該細胞ハ検査例ノ

總テＪヽ之レテ認ｙタリ、叉該細胞数ハ惨出液細

胞中最高90．4％、最低０．２Ｘ、平均54．9％テ

占ム。症例20例二就キ、取り出シ得タル肋膜

吉惨出液55同分二就キ見ルニ左表ノ如シ。

こニ反シ、惨出性肋膜炎二移行セル場合ハ、｢エ

オジン｣嗜好性白血球敷ハ細胞全数中最高４．５

％、最低1．6χ、平均1.75ガユシテ、其百分

291

第５表

　

肋膜宦惨出液内rエオジッレ嗜奸性白血球

80以上

80--50

50--30

同収

一一

　

４

ｎ

円

該細胞伺回吸
－－一一一－
30－10」

10－ 5

m下ゾ

６

４

率肋膜竃惨出液ト格μノ差鴇アリ、。址等り他ノ

場台ヽニ於ゲル肋膜腔内潟出液叉べ橘出吊ト比較

スルｊ-、余が検査セル結核性肋膜炎患者10例中

僅カ２例ノ肋膜惨出液中二該細胞テ見、其敬ノ

百分率ハ1.0Xﾉ之ビ0．5％ナリキ。文献ツ見ル

ー、上田氏ハ結核性肋膜炎二於テ出現頻度5．6

％ニシテ、其悦性卒極ノテ少ナシトセリ。而シ

テ、健康者ノ胸腔液二開シヤノヽ、高橋、経田氏

ハ23例中４例ニノミ本細胚レ認へ其数ノぼ分

率ハ最高2.2 %、最低0．8ズ、平均値0.19ｙ

ナリトシ、之丿えシ、長谷川氏ハ同ジク健康者

ノ胸腔液二於テ本細胞倣勺了分率ハ最高87.0

％、最低37．0％せ示セリ。長谷川氏ハ更二安静

時卜運動時トう吋ﾋﾞ較シ、運動ニョリ胸腔液内該

細胞ノ著明ナル増加や来フ、事賓刊瑕告セ瓢而

シテ、彼ハ運動後ノ激増ノ機輔二開シテハ何等

説明テ加へずリシモ、余ノ肋膜吉惨出液内｢工す

ジン｣嗜好性細咆噌多1ヽ一脈相包ズル所アルモ

ノヽ如シ。該細胞ノ時間的消長テ親ルヘ大牛

気胸経過卜共二漸減･･’、･レモ、気胸中期ユテハ其

減少度頓二減弱シ、或ハ反對二再増加尹示スモ

ノアり症例、林、鈴木八症例鈴木ノ如キハ第

１同気胸時ｏｙ、第2[E]39.2:V、第３同28.6

％、第12同9．0％ノ興味アル経過ナ示セリ。

惨出性肋膜炎二侈行セ｡ル症砂トアリやへ該細

胞ノ減少度肋膜竃惨出液二比シ、極ノテ急速こー

シテ、遂ニハ該細舶ド澄明シ得ずルニ至ル。故

二気胸ノ禄後拉二惨出性肋膜炎ノ鍵現ノ慄知及

ビ慄防ノ重娶ナル目標ナリト確信ノ、。

肋膜畳惨出液中二出現スル｢エオジン｣嗜好性白

血球ハ、其形状大部分ハ殆ンド圓形ニシテ、類

圓形とーペゲ。細胞胎ハ縮小テ示サズ、寧口膨

脹ノ傾向ラ示シ、過牛倣ハ中性銅べ白血球ヨリ

這二大ナリ。僅カニ、少倣ハ、こｊリ/トナルモノ
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ア リ。 原形 質 ・・淡 青 色 斗呈 シ、 原 形 質 ニ ノ・桃 紅

色 二若 色 セ ル粗 大 穎 粒 或 ノ・極 メ テ密 二充 満 シ、

或 ノ・極 メテ粗 二散 在 シ、 時 ニノ・1筒 乃 至2箇 三

遍 ギ ザ ・しコ トア リ。核 ・・梢 支膨 脹 ノ傾 向 ア リテ、

「ク ロ マ チ ン」索 及 ビ核 漿 竪 富 ニ シテ多 クノ・偏 在

シ、2葉 ノ モ ノ最 モ 多 久3襲 、4葉 、 草 葉 必

ズ シモ少 ナ シ トセ ズ。 細 胞 ノ「オ キ シダー ゼ」反

庭i及 ビ1ペ ル オ キ シダ ー ゼ」仮 庵 ノ、、 分葉 ノ如 何

語間 ノ・ズ共 二強 陽 性 ナ リ。
も

滲 出 液 内 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白 血球 増 多 ノ機 軸 。

之 二關 聯 スル研 究報 告極 メ テ家 々 タ ル モ ノー シ

テ、J.KabkaeretG.Zentguinoff・ ・、 気 胸

性 肋膜 炎滲 出液 内該 細 胞 増 多 ハ血液 ノ ソ レニ必

ズ シモ随 伴 セ ザ ル テ以 テ、 該 細 胞 ノ護 生 地 ノ・肋

膜 ナ リ ト推 定 シ、Zadekモ 亦 、滲 出液 内該 細 胞 檜

多 ・・血 液 ノ其 レ ト無 關 係 ナ リ トセ リ。S.Klein

ノ・敗 血 症 二 由来 スル 血性 肋膜 滲 出 液 内該 細 胞 増

多 ノ1例_}報 ジ、之 ・・血 液 「エ オ ジ ノフィリー」ト

關 係 ア リ トセ リ。A.Pavie,P.Lef6vre,et

G.Rossignolノ ・最 近 、 人 工 気 胸 二 由來 スル滲

出 液 内核 細 胞 檜 多 ノ・、肺 容 量 攣 化 二、基因 シ、 肺

血液 循 環 障 碍 二由 ル肺 表 面 ノ{肇Il皿二關 係 ア リ ト

ノ説 サ獲 表 セ レ。 斯 ノ如 ク 肋 膜 滲 出液 内 「エ オ

ジ ノブ,リ ー 」ノ機軸 二 八、 或 ノ・肺 容 量 ノ愛1ヒ或

ノ・血液 該 細胞 増 多 トノ相 互 關 係 叉 ノ・肋 膜 内登 生

読 等 ア リテ、決 定 的 結 論 二到 達 セズ。 然 レ ドモ、

肋 膜 寳 滲 出 液 内 「エ オ ジ ン」嗜・好 性 白 血球 ノ・「オ

キ シ ダー ビ」反 慮 及 ビ 「ペ ル オ キ シダー ゼ」反 庭

火 二陽 性 ニ シテ1該 細 胞 ノ組 織 内磯 生設 ノ否定

セ ・}レタル 今 日、 血液 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白 血球

ノ肋膜 腔 内 「エ ミ ゲラ チ オ ン」二外 ナ ラザ ルノ・明

白 ナ リ。 而 シテ人 工気 胸 時 血 液 内該 細 胞 檜 多 ノ

獲現 スル ノ・Gutstein,Griesbach.G.Avezz

etB.Bo99ian,F.Pesiator等;ノ 等:シ ク認 ム

,しトコ ロナ リ。

且 亦 、 血 液 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白血 球 増 多症 ノ・組

織 該 細 胞 浸 集 症 ラ随 伴 スル コ トノ・、 夙 二諸 家 ノ

告 入ル トコ ロ ナ リ(本 間 氏 、 藤 原 氏 、 同 氏 、 原

田氏 、 中野 氏iSchlecht,Pesiatori)。

F.Pesiatoriノ 如 キノ・]面皮「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白

血 球 増 多 ノ外 二、気 胸 肺 ノ組 織 殊 二氣 管 枝 垂 拉

二氣 管 枝 周 園 組 織 内 ニ モ、組織 球 浸 潤 及 ビ「エ オ

ジ シ」嗜 好 性 白血 球 侵 集 ノ 起 ル コ トテ實験 的 二

謹 明 シ、 該 現 象 ノ・肺 臓 墜 迫 二 因 ル酸 素鋏 乏 二由

来 λ トナ セ リ。

余 ・・弦 二於 テ、 肋 膜 寳 滲 出液 内 「エ オ ジ シ」嗜 好

性 白 血球 檜 多 子示 ス症 例 ノ血液 ラ検 査 セ リ.

即 チ、1価 夜 内'「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白 血球 ノ百分 率

第6表 血液細胞所 見 ト肋 膜賓滲 出液内細 胞所見 トノ關係

l
i

症 例1

1

1血 液 細 胞 所 見

1肋 膜寳滲出液

一 一一一一

泊 血 中性 多 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 白 血 球(%)

欝 壕鵬;榊 葉駄 …4葉'聖 一　5雑 計揖%1巻樽 欄
細 胞
(%)

lIエ オ ジ ン

細 胞 藪 嗜 好 性

(ccm)1白 血 球

!(%)
1.0400184.7

一一 一

〇10 iO 01 00.77,317.3 1283 41.3
10

皿 一 一 「響　

0

一 一一一一 一

『

ト

9800;47.5 10.011.5『 …}0.5 0

　 一 『 一『7一 一一一一 一,響P■}一 一

12.0033.07.5
・冒 幽一 一 一} 一 一

3.51,030,5旨3.5

1.3800 32.17
「798061

.5

}

__」
Ol

」一
I

i03,500 0 2.0800 67.0

3500 63.4 1..5

_一 一

1.5

一一

〇,210

一

〇

一一互「1

7『6=ε ザi27.2一 …馳4.3
1『■ 一 皿　　一 や薗_

2.3830 87.4
一 一1

.7600i70.0 0 0,5!0 0 2.00.5・22。5 5.0 7700 39.4

1.1000i86.0
　

0 0 o!o 0

一 一}一 一一一一

〇 〇!12.5
__響 脚

1.5 2.5200 39.2
『

0

一

〇.3

一一1

0 0 0 0.30.3.21.0 2.7 1.3600 76.5一 9820i 75.5

8700 59.5 0 5.0 0.5 0.5 0 6・oi1・3126・217・0 3700 10.4

7800161.0 0 4.3 0.8io.2 0
1『}　 『 　 1

5,311.OI26,216.5 2.6950 90.4

ハ肋 膜 賓 滲 出 液 ノ夫 レ ト必 ズ シモ準 行 セ ズ。 殊

二症 例 、 原 井 、 鈴 木 二於 テ顕 著/一 リ。

由是観之、空気 ノ肋膜刺戟 ガ「エオジン」嗜好性

白血球親和性物質 ノ出現 サ由來 シ、血液該白血
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球ノ肋膜腔液内「エミク丿チオン｡ノ惹起セシム

ルモノナルヤ、将亦、A. Pa vie, P Lefevre

et Ｇ. Rossignol 等ノ説ノ如ク、肺容仰T分化二

基ヅク酸素訣乏ノ結果、軍鶏二気胸肺組織ニ「エ

オジン」嗜好性白血球侵集症九松起セシノ､注入

空気ノ肋膜刺戟二依リテ該白血球ノ肋膜腔内出

現ラ来ぺ結果ナリヤ否ヤ・ヽ尚詳細ナル研究４要

ﾉ、－ヽごシ

　　

第５項

　

肥眸細胞･甕基嗜好性白血球)

惨出液叉ハ漏出液内肥眸細胞二開スル従来ノ報

告中、A. Wolffハ細胞全数中10％(結核性惨

出液丿１例７高橋、維田圃氏ハ細胞全数中２．４

％及ビ1.:3％ノ２例ラ(健康訓匈腔液) R. Mil-

chnerハ細胞金敷巾23.9％(骨髄性白血病ノ肋

膜惨出液)ノ１砂いＥ.Ｋｌａｕsｎｅｒｕ. C. Kreibich

ハ皮珊疾患ノ水泡中ぺ

　

L. Milchner　モ汗疹

及ヒヽ｀多鍵性惨出性紅疹ノ水庖中ニ、落合氏ハ

Mendel-Mantoux氏皮内反樹トシテキビル皮

膚水庖内一細胞全数中最高21％ノ肥眸細胞ヲ･

報告シ、岩男氏ハ該細胞サ血液肥眸細胞二外ナ

ラズトセリ。而シテ気胸性肋膜惨出液紋二肋膜

賓惨出液二開シテハ未グ報告り見ズ。

余ノ肋膜吝惨出液内細胞中最モ興味アルバ、肥

眸細胞ノ比較的多数出現ソ､ルコ1ヽ－シヘ検査

セシ肋膜竃-こ惨出液55間中其出現頻度ハ74.54

％ニシテ、該細胞ノ白‘分布ハ最高10.4％、最低

0．2％ニシテ、平均2.8ツド算フ､。出現セル41

同中２％以下ノモノ20間、２％以上４％以下ノ

モノ７同、４％以118％以下ノモ> 11 [Bl、８％

以上10ご以下ノモノ２同、10町以上１同ナリ。

之ラ従来ノ結核性肋膜惨出液二開人｡ル報告ト比

較スルユ、A. Wolff ; 10 % ->除キテハ、肥眸

細胞ノ出現二開いレ記載ナク、余ノ検査セシ結

核性肋膜炎患者10例こ於テモ=、肥眸細胞ノ陽

性卒ハＯｙナリキ。

漑シテ、肋膜官惨出液内肥眸細胞ノ出現率ハ液

出現ノ早期二於テー般二高値ン示シ、気胸経過

ト共二減少シ、惨出性肋膜炎二移行丿、ルニ及ビ

急速二減少]≒月｡亦肥眸細胞ハ｢エオジン｣嗜好

293

性多核白血｡球卜其沁長尹共-‾７、）しノヽ興味アル事

賓ナリ。、

尚、惨出性肋膜炎サ憤慨セル肋膜復惨出液ハ、

然ラザルモノニ比シ該細胞倣小ナル傾向アリ。

肋膜吉惨出液内肥眸細胞ノ由来二就テ。

抑≒肥眸細胞ニハ血液肥眸細胞lヽ組織肥眸細

胞トう'リテハ前行ハ別種ノ細胞ナリト論ズルモ

ノアリ(Naegeli, Ehrlich, Pappenheim, Wei-

denreich, Maxmow,巾島)。而シテ、氏徨ハ主

トシテ該細胞ノ組織内固定性、形態學的性状及

ビ妓生學的根強ヨリ論ジタルモノーシテ、中島

氏ノ如キノヽ、組織肥眸細胞ノヽ主トシテ軍核ナル

モ、皿夜肥眸細胞ノ分低卜丿有シ、前者ハ｢ノヽタ

ビーレ・オキシダーゼ｣反､噫陰性、後者ハ陽性、

且ツ後者ハ白lm.球乃至軍核球大ニシテ、穎粒ノ

敷、大せ及ビ原形質ノ廣サユ於テ浅カニ組織肥

眸細胞二劣レリlヽナヒリ。

而シテ、余ノ肋膜吉惨出液中ニ､出現スル肥眸細

胞ハ主トシテ圓形ナルモ、類圓形、翻圓形、卵

圓形必ズシモ紗シトセズ、稀ニハヽ不正形ナルモ

ノアリ。其大サハ中性多核白血球大叉・ヽ之ト淋

巴球トノ中間こｰヽアリテ、中島氏ノ組織肥眸細胞

ノ如夕、白血球ノ倣倍大こｰこ及ブぞノナシ。核ハ

其形状甚ｸｹ抑ぷレシテ分柴形ノ外ニ、圓形叉ハ

楕圓形ノ軍核ノモノｊ'リテー－定セズ。症例小具

ノ肥眸細胞核ハ、多葉型77.9^、軍純分万能型

22.0 X、軍核型０．１ Ｘ、症例宮野ノ其レハ、多

葉型79.0％、軍純分宍低型15％、軍核型６．０ｙ

Ｊ－シテ、雨者多葉型大干〕･占八該細胞ノ血液

由来ヲ･想ハシム。

　

原形質内穎粒ハ｢マイ・グリュ

ーンワ･Lド｣、｢ギームサ｣染色ニタ･濃紫色二染色

シ、一般二粗大ニシう｀･原形質り充満ス。原形質

ハ比較的豊富ナリ。以上ノ形態學的諸黙ヨリシ

テ、肋膜胃惨出液内肥眸細胞ハ即夜肥眸細胞二

外ナラズト推定セうルヽモ、Turk J如キハ、

穎粒、核等ハ種々ナル生活條件及ビ環境ニョリ

テ撥化ヤルモノユシテ、血液肥眸細胞ト組織肥

眸細胞トハ全ク同一物ナリト論ジ、丸井、新井

雨氏ノ如キモ其特牛學的見地ヨリ、雨者ノ間ニ
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ハ根本的差違ナシト断定セリ。、

茲二於九余ハ古クヨリ細胞ノ組織性ナルカ、

骨髄性ナルカノ鑑別一恵用セラレタル｢オキシ

グーゼレ反憲及ビ｢ペルオキシダーゼ｣反憲テ、肋

膜官惨出液内肥眸細胞二施シ、其反憲ラ検シタ

リ。印チ殆ド全部ノヽ雨反憲陰性ニシテ、極ｙテ

僅力づ‾オキシダーゼ｣反憲陽性ナル頼粒々認ノ･

得タリ。

而シテ、血液塗抹標本ノ該細胞ハ明カニ雨反座

陰性ナリキ。岩男氏ハ、骨髄性白血病ノ血液標

本及ビMendel-Mantoux氏反慮ノ水庖内肥眸

細胞ノ總テハ｢オキシダーゼ｣反憲及ビ｢ペルオ

キシダーゼ｣反憲共二陰性ナリト断定シ、加フル

ニ其形態學的所見ヨリ雨細胞ハ同一物ナリトセ

リ。而シテ、従来諸家ノ報告ハ必ズシモ一致セ

デルモノーこシヘ

　

血液肥眸細胞ノ｢オキシダー

ゼ｣反憲陽性ナリトナプ、モノユ、勝沼、佐藤、

禰士、佐藤、Ｏ. Naegeli 、 C. Kreibich,等ニ

シテ、陰性トナハモノニ、岩男、徳江、中島、

Hirschfeld, Gierke等‾”リ。

血液肥眸細胞ノ｢ペルオキシクーゼ」反憲及ヒヽ龍

織肥眸細胞二開スル剛反憲ノ成績ノ如キモ、諸

家一致セズ。斯クノ如ク同一一方法ニテモ、陰陽

相一致セデルハ、細胞穎粒ノ水溶性ナルト、技

術操作ノ相異スルタｙナランカ。

肥眸細胞ノ雨反憲二就テハ尚今後ノ研究ヲ待ツ

・ヽごキモノナルモ、主トシテ其形態學的所見拉ヒヽ｀

ニオキシグーゼ｣反憲ト諸家ノ成績ヨリシテ、

惨出液内肥眸細胞ハ、少クトモ、血液肥眸細胞

ノ肋膜腔内ドエミグラチオン｣ニ外ナラデルハ、

疑ヲ｀入レデルトコロナリ。。

　　　　　　　

第６項

　

淋巴球

1901年Widal et Ravant ハ､主トシテ琳巴球

ヲ･含ム惨出液へ結核性ナリト断定セシ以来、

諸家ノ之ヲ･認ムルトコロナリ、、人工気胸惨出性

肋膜炎二開シテモ、G. S. Wilson 及ビR. C.

Wingfieldハ、其惨出液ノ主トシう・淋巴球ラ含

有フ、ﾉﾚ漏出性液卜惨出液ト二分類シ、後者二

結核菌ヲ沢明セリトナシ、E. Rist et Vt

【第17巻

Jonescoモ同様ノ成績ヲ畢ゲタリ。余ノ肋膜賓

惨出液中淋巴球ノ倣匯分率ノ最高値ハ91．3％、

最低値2．6％‾、平均45．9％、之二反シ、惨出性

肋膜炎二移行セルモノハ、平均89．56％ナリ。

検査例中90％以上ノモノハ、惨出性肋膜炎登現

直前ノモノニシテ、結核菌楡索・ヽ陰性二終リシ

モ、既二結核菌ノ潜入アリシモノヽ如ク推定せ

ル。症例鈴木ノ如キヘ第１同気胸時85．8％、

第2fBl45.6^、第3fEl59.0%、第12 [B]79.4

％ノ経過ラ示セリ。該例､ハ確賓二結核菌陰性ナ

リキ(第12同気胸時一惨出性肋膜炎ヲ哺

リ)。

気胸経過ニョル百分率ノ良化パ'エオジン｣嗜好

性白血球雄二堕基性白血球ノ其レト相反ス。郎

チ肋膜吉惨出液中定型的ナルモノダヽ気胸早期・ヽ

８％乃至10％前後、中期ハ50X前後、晩期ニ

。・ヽ梢々噌加シ、溶出性肋膜炎二移行セントスル

モノハ其噌加炭急速ナリ。斯ノ如ク、淋巴球含

有量ノ急速ナル噌加へ｢エオジン｣嗜好性白血

球ノ急激ナル減少卜相待ツテ、像後ノ判定二價

値アルモノヽ如シ。

肋膜岩惨出液拉ニこニ禎登セル惨出性肋膜炎惨

出液内淋巴球ハ小型細胞大多数ヲ･占ム。殊ニ、

惨出性肋膜炎惨出液二於や然り。小型淋巴球

。･ヽ、赤血球大叉ハ赤血球ト肥眸細胞トノ中間-・

位ス。核ハ細胞艦ノ大部分ヲ･占ノ･、主トシテ圓

形若クズヽ翻圓形或ハ腎形ナリ。核､ハ｢クロマチ

ン｣豊富、原形質ハ狭少ﾘｰﾘ。原形質ニ、屡々

｢アズール｣穎粒々澄明フ、、殊二惨出性肋膜炎二

移行ソ、ﾉﾚ場合ニハ、著明二縮小シ、濃染シテ、

核ノ｢クロ・チン｣索明瞭ナラズ、細胞膿多クノヽ

紡錘状ラナス。大型淋巴球ハ、核二比シテ原形

質豊富ナリ。以上二加フルニ、Gumprecht氏

Schoneノ比較多数出現ﾉ、ノレコ

　

トユシテ、Zadek

ハ非結核性ノ溶出液二多シトセルヘ正二余ノ

例二適合ス。

　　　　　

第７項

　

大軍核性細胞

肋膜賓惨出液二出現セル大草核性細胞ノ数ノ比

率へ検査セシ55同中最高値13．3％、最低値
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0。3％、平均値2．54％ナリ。惨出性肋膜炎二移

行セルモノノ'ヽ、最高値2．0が、最低値０．３χ、

平均値0．82％二シテ、前者其平均値泡カニ高

シ。余ノ肋膜賓惨出液中二出現･､ル大軍性様細

胞中ニハ、明カニ貪喰作用ラ有スルモノアリ、

原形質内二大小歌個ノ室胞り有シ、定型的ナル

印環細咆ト梧シ得ずルー・デモ甚グ之二近似セル

モノアリ。印瓊細胞ハStadelmann、之ヲ･癌腫

性漏出液二特有ナリトセルモ、小林氏ハ印環細

胞ノ原因ハ遊離細胞ノ原形質内水分囁取ナリト

シ、鶏り癌腫性ノミナラズ漏出液中ニモ出現シ

得ｇシトセリ。

　　　　　　

第８項

　

内被細胞

肋膜雀惨出液検査55同中、内被細胞ノ出現頻

度ノヽ38.18χニシヘ倣ノ比卒ノヽ細胞全数中最

高８．８％、最低０．１ｙ、平均0.46ガナリ。惨

出性肋膜炎二移行セル場合ハ、平均0.08χニシ

テ５例中２例二認メラレタルノミ。而シテ、内

被細胞ハ漑シテ気胸早期二多歌出現シ、晩期ニ

ベ

第１同気胸時８．８ｙ、第２同０．２Ｘ､第3fB)0.2

Ｘ、第12同０．４ｙナルガ如シ。

文献ヲ見ルニ、上田氏ハ結核性肋膜惨出液中該

細胞出現卒]４．1ガユシテ、初期二多ク、爾後

漸減ストシ、余モ亦結核性肋膜炎患者10例二

於テ其惨出液二就う・検シタルニ５．０ちノ出現率

ヲ示セリ。健康者胸腔液内該細胞二就テ・ヽ、出

井氏ハ屡ｌ陽性ナリトシ、高橋、経田氏ハ細胞

全数中平均３．０％ナリト。

斯クノ如ク、結核性雄二非結核性惨漏液中二内

被細胞ノ出現シ得ルハ、明白ナル事責ニシテ、

Widal et Ravant ノ結核性惨出液二該細胞ラ認

ノ'ズトセルハ常サ得ズ。惨出液中二出現セル内

被細胞ノ形態ハ、｢エオジン｡｣嗜好性細胞ノ大サ

ヲ･泡カニ超越シ、細胞原形質ハ不定ｙ、沿縁モ

多クハ不規則ナリ。核ハ淡染色性ニシテ、[クロ

クヽチン]索多クハ明瞭ナラズ。

　

時二退行爰性ノ

像ヲS忍ムルコトアリ。

　　　　　　

第９項

　

不完全細胞

j - - ㎜ - － - ・

295

肋膜官惨出液拉二之二績貨セル惨出性肋膜炎惨

出液内細胞中、興味アルバ不完全細胞ニシテ、

萎縮、崩壊、膨脹等ノ著明ナル憂性テ呈シ、所

属ノ判定鑑別困難ナリ、或・ヽ細胞借崩壊シテ原

形質ヲ失ヒ、時ニハ裸核トナレルモノアリ。不

完全細胞ノ前身ハ、勿論各種血液内細胞及ヒ組

織細胞ニシテ、。海漏機韓・條リテ肋膜腔内二出

現シ、後破碑融解大人ルモノナルハ既定ノ事賓

ナリ。

余ノ肋膜賓惨出液中ノ不完全細胞ハ其含有率ノ

下均値ノヽ３ぶ4％、最高39．0≒･、最低０．２％ナ

リ。。而シテ、惨出性肋膜炎ヅ績鍵セルモノハ平

均7.46^ニシテ、前者ノ約２倍ナリ。、気胸ニ

ョル時間的増減ラ観ルニ、一般二気胸早期ニハ

少ナク、中期、晩期二至り著明二増加･､。

　

コ

　

ノ

最モ適切ナル症例えヽ、飯田ナリ。印==･=･第１同気

胸時3．7χ、第12同9．0％、第18同5．5％、

第20同10．5χ、第22同39．0几ノ如ク、惨出

性肋膜炎登現ノ直前二於テ激増セ･レハ興味アル

事ナリ。上田氏ハ結核性肋膜炎惨出液ニシテ受

性細胞ノ多キハ禄後不良ナリト報告セルモ、高

橋、梶田氏ノ健康者胸腔液中一全細胞中平均

29.5%在ル事賓ヨリ観ルニ、必ズ｀シモ上田氏ノ

説ノ如クナラザル・ヽごシ。

　　　　　　　

第10項赤血球

余ノ検査材料中、I気性ノ外観ラ呈'いレダヽ15．0％

ニ､シテ、症例鈴木ノ如キヽハ、第１同気胸時ヨリ

第12同二至ル迄、外観血性十リキ。漑シテ、

肋膜官惨出液ハ赤血球ノ含有量極ｙテ少ナク、

塗抹標本ニテ、極少数ノ赤血｡球ヲ啜い

ズ。而シテ赤血球ハ気胸経過卜共二増量シ、惨

出性肋膜炎ノ晋現犬ルニ及ヒ屠明二激酎シ遠心

沈澱沈流二明カニ赤血｡球滑り･認ｙ、外観多少ト

モ血性ザ呈ヤルモノ多≒印チ肋膜組織ノ炎症

宛化拉二肋膜下血管叢ノ彰血殊二毛細管ノ辣

張及ビ組織内出血竃ノ程度ノ差違二由来人･レーモ

ノナル・ヽごシ。

　

余ハ周到二探取シタル３例(悪性

高血彫症、肝硬愛症、心臓辨膜症トノ漏出液プ

検査シ、微量乍ラと？澄明シ得クルー･見レバ、
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肋膜竃滲出液 中二赤血球 ノ含有 セ ラル ・ノ・至當 ノ事實ナ リ.

第2節 肋膜 賓 滲 出液 ノ化 學 的性 状所 見

第7表 滲出性肋膜炎ヲ積雲セ、ル場合ノ肋膜賓滲出液ノ化學的蛇二細菌學的性状

滲 出 液番 號1氏 名 ,採 取 時 期

1 懸 面 ヒ重:騨
バ鞭 到驚

5

食 顧 量

(9/dl)
攣肇撤 菌
(mg/dLl

1

2

一

3

4

5

一

'第4回 氣胸
(十) 8.4 1028}(+) 5.6610,110

一㎝ 一一

〇,061

10 ,628 12.0 (一)

第5回 気胸
一一 一一一 一

滲出性肋膜
炎2日 目

(十) 8.4 10221(+)
1

5・271

一一}

0,625

F▼

10.0 (一)
一}一 一

(十) 8.0 1022 (++)

一一 一一 一 一一

5.00

一 一
1',

…121・ ・6・81

L一一 　 一 一 一 一 一一1

19.7 (一)

滲出性肋膜
炎7日 目

「什) 8」

一

8.0

1020 (骨)

r一

5.08 0,005 0,585

一

22.7

'響

(十)
}

滲 出性肋膜
炎14日 目

(++)
_一

(十)

1025 (什) 5.50

一 一-一

6.50
一 一丁『　 一

6.92
一一『 一 山

5.50
一}　 }一

5.54

0.610i40.0
…

一一 一 一一一 一 一1一一一 一

〇.570115.4

一 　 　

(+)・

一 一　 一

一

一_一 一}7一

一 畠 一 一一一 ・

第1同 薫陶 8.2 1024 (朴) (一)
一一 一 八一

:第12回氣胸 (什) 8.4 1030

一

(++)

0

曹『 一弾一一 皿 　 一一

〇,102
一}『　}一 一 一

〇,100
〒 　_一 一一一一

〇,052
一 一,一

〇,024

一 一

〇5852
.一_

0,585
一

一

26.〇
一一 一一

132.1

(一)'

第18同 気胸 (什) 8.2 1026

一一

(什)

一 一

(一)一 一

(一
一一

第20同 氣胸 (+) 8.4 1024 (+) 0・636129・6

第22同 気 胸 (+) 8.2 1025 (+) 5.01

r-P一 帰一-一 一 一}　 一

〇,608

}一

35.7
7一 『 一一 一 一　

15.0
一 一 一一

30.2

(+)

第1同 氣胸一 一一 一

第8同 気胸

(+) 8.3 1020 (什)

一}一

5.30

0,015
一 一}一r}

0,100
一 一一 一 一 一一一▼

0,083

0,608
一}7一 一

〇,609

・一 　 一

(一)
一　 一 一一一

(一)(十 ♪ 8.3 1024 (++) 5.90一
(女)

一

一
(男)

一r一 一

第11同 気胸 (十) 8.4 1020 (++) 6.03
一一 一

4.86

6.70
一}冒 〒 一}

4.75

一 　T

O,073
一 　幽一一 　 一

〇,034
一 〒}一 一一 　一

〇,068
　一 一 一一

〇

〇

〇,078

25.7 (一)

第12同 氣胸 (軒) 8.2 1021

層一

(軒)
一`一 匿 冒一-一 一一一

(什)

(+)'
一一 一一

(一)『 一.鋼 殉 気胸 (粁) 8.3 1024

31.5

随21
29・5

34.1
一 一

10.0

第18同 気胸 (++) 8.3 1026 暗)

0,585
」一 　 一-一

〇,570
一一一rr一 一

〇,578
一 一 一 一一

〇,580

0,563

10,651

1

(一)

第19同 氣胸 (+十》 8.1 1024 (什) 4.94

4.66

_一 一冒一-一 画一,　 ,

一一一一'一一一1一 一亨一 一,}一

1■
__

+__i

【=一

(一)
一 一『一

(一)第1同 気胸 (++) 8.3 1022

一

(+)

第2同 氣胸 (什) 8.2 1022 (刊5・26 0,061 勉6璽L場P一 (一)_一

(一)第3同 気胸
_一 一}-一 一

(朴) 8.4 1025 r+■5 .26 「唖t
O,048

0,604
一 一 一

〇,628

15.5

第12同鯛}㈹ 8.2 1025

一

(+)15.46
」

(一)『 一

(一)nb

【イ
一

一 第2同 氣胸 (:十) 8.2 1021 (+) 4.99 0,112 ユ 鯉 」__「

26.7
一一 一 一

20.5

18.7
　 　

第5回 氣胸
　

一一一

(十 州8.3 1022 (+)
一

5.22

・門一 一}一

〇」・2LO・660}

一

(+)
一

(+)i8.3 1028 (一)一 第9回 薫陶 r+) 6.11

一一』
0,10610.585127.9

第8表 滲出性肋膜炎 ヲ績獲 セザ リシ場 合 ノ肋膜賓滲 出液 ノ化學 的蛇 二細菌學的性状

番號

1

氏 名
採 取 時期 凝 塊
滲 出 液 繊謝pH{比 重搬1蛋 白量廉

1(o・ ♪i

i第3同 氣胸

;範6同 氣胸
　 　 　 　 り　 　 　 　

一1麗 聴 胸
.第9回気胸
第io同 氣胸

第13同 氣胸

第9回 気胸

1第13同 氣胸

(十)8.61022

(+!8・21024

(十+ノ8.41024

(++)i8・3

(什)18.3

r十十)18 .2

て+)L壁
(十 ノ 旨8.1

1022

1020

1024

1026

1023

(十)15.90

(+) 一i41一 ・72

(+)15・10

(十)14.33
1一____

(++ク

(什!

(十)

(+)

5.16

5.38

.5堕
5.34

・0 。102-

0証17

6丁070

0.061

0.060

(9/d糠 曙 講　㈱
10.65116.21(一)

(一)

10.636}15.8(一)　

0.640112.2(一)

il譜li誇:1百

ド

0.61211ブ.3

0.075

0.125

0.146

　

0.598「17,(「

0.62416.0

)

)

↑
F

)一(
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●

ーソ
、

3

4

第17同 氣胸

第21同 気胸

第25回 気胸

第29同 氣胸

第19回 氣腕

節29同 気胸

て耳1』

(料)

ぐ十十ノ

(什)

(十)

第31同 薫陶

第3謡禰 レ㊥
第35回 気 胸

コ　 　　 　　　　 　

じ第5同 気胸

Il++)

〔++)

一1第8回 気胸
　一一 一一 暫一一一}一 一

5

」_.

…

6一 陛鯛気胸

　i第10回 気 胸

匪3噸 均一
一 一一一レ第8回 氣胸

算13同 薫陶

第4同 敏腕
1

隣10回 気胸

G+)

(+)

(十)

(+)

)

)

十

十

(

(

(++)

(十十)

「耳ア

(十)一石5一

一一93一

8.2

8.2

b.2

8.2

8.1

8.2

8.3

8.2

8.2

8.4

8.5

8.3

8.2

8.4

1024

1024

1026

1024

1028

1023

1024

1023

7i一 鷹 籍

1025

102◎
.

1026

1024

1022

1021

1026

一一8垂 」 ・027.
8,41024

8.3

8.2

て 不)18.4一

81一 懸 畿 圃
8.2

gi一 「第51巳撫 胸1(+)974

(++)18・4 一

(+)8.3

1023

1025

1030

1024

1020

養田
、31_1

1023

10i一 一i第:{唖胸}亙 豆il_亙3-111002互
(+)第8回 気 胸10208.1

第8同 気胸

第7回 気胸

備考

(十)

(十 ㍉

`〉

...,

8.1

1025

1025

(十)

(+)

(+)
)

)

一
)

・
)

+

±

什
耳

(

5.6410.07010.628

5・o旦

5.02

a・12a
.

0.117

0.651

12・2」(一)

て喜Σに塾;
(什)

(+)

(+)

(+)

(十)

(+)

(軒)

0.6521

三 ・叫0・124L9一 越gL32・9

5互5・ 」 ・12璽L9二562125∬!-

5.45{0。10引0.5(う9124.0

加 引 可16941T624i訂.0

0.093!0,65931.1

.壁3.0・0ρ9L-9ρ70L塾5
5・i9

5・901

5・節
、

4.27

5.12

6.11

15.0

13.6

6++)

(+)

(+)

(+)

(骨)

)

)

骨

+

(

(

(+)

コ

0.131x _0.616一一 一即 二〇i(一)

0.143io.609;23.5

10.119…0.550122.3!(一)

0172

0.124

0.117

0.613

0.620

0.636

6.540.1010.654　へ 　　 　 　へ　　 　　へ 　　 　

5.7010.11910.597

5・63io・129 0.636

20.3}(一)
　

24.41(一)

25.5『

32.5

32・劉(一)

L里 £
5.6010.09510.6婁3i34・0

6.3110.1521(1.589

5.300.09910.550
4.780.12910.593
5.01 0.1031。.621

4.8610.088 10.628(+)

(十十)}6.…010.1310,59833.0}(一)

25.3

30訓(一)

25・ol(一)

31・11(一)

32.5

て手ア[5:而 .1』二馴 」 哩 φ1⊥2§=3-1三三:≧.
(+)5,90

(→一、i4.99

0.10810.5↓4:33.0
　 　　　　へ　 　 　 ド

0.03410.581129.5

蛋 白量 ・・全 例pulfrich氏 浸 漬 屈折 計 ヲ以 テ測 定 一ヒi

第1項 繊維素凝塊形成

滲出液殊二結核性滲出液二、繊維素含有量大ナ

ルノ、飢定ノ事實ナ リ。

而 シテ余ノ検査例 テ見ルニ、気胸早期 二出現 セ

ル肋膜賓滲出液殊 二膜様液 ノ繊維素含有量ノ・少

ナク、凝塊小丘凝塊形成 三婆 スル時間ノ・結核性

滲出液二比 シ長 シ。肋膜寳滲出液内繊維素含有

量ノ'気胸経過 ∴従ヒ増:量シ、肋膜賓滲出液 ニチ

モ.結 核性滲出液 二劣 ラザル程度 ノ繊維素ヲ'析

出λルニ至ル。

繊維素凝塊形成 ノ度 ・・炎衝 ノ経過 ト關係 アルモ

ノ・如 久 文献二日ルニ中瀬、藤井氏ハ結核性

滲出液 ノ織維素 一}測定 シ、滲出液内繊維素原 ハ

滲出液 ノ消長 ト正比例的二攣動 一ヘトナセリ。

(一)

(一)

(一)

1

(一)
一

(一)

●

(一 ブ
ー一 一

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)
一

(一)

(一一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)
　一一

(一)

(一)

(一)

r一)

第2項 水 素 「イ オ ン」濃 度lpHl

古 来 、滲 出液 ノ水 素 「イオ ン」濃 度 ノ測 定 ザ以 テ、

炎 衝 ノ診 陶汲 ビ當 該 疾 患 ノ豫 後 テ豫 知 セ ン トス

ル者 ア リ(Schade,谷 野 、 中野 ノ両 氏 及 ビ長沼 、

濱 野 、 開 口氏 等)。 氏 等 ノ設:ク トコ ロ ニ依 レバ、

水素 「イオ ン」濃度 ノ・炎 衝 機 軸 ノt曾遊 二ZF行 ス

ト。 月漏 出液 ノ水 素 「イオ ン」濃 度 ノ・、 血 液 ノ其

レニ近 似 シ、 漿 液 性 滲 出液 ハ、概 シテlll牲 ナル

モ、 炎衝 ノf曾遊 二作 ヒ、漸 次 酸 性 二赴 クモ ノナ

リ ト謂 フ。

余 ・・弦 二於 テ、 肋 膜 賓 滲 出液 蛇 二之 ヨ リ績 護 セ

ル滲 出 性 肋膜 炎滲 出液60回 分 二就 キ水 素 「イオ

ン」濃 度 テ測 定 セ リ。 即 チ、水 素 「イオ ン」濃度 ノ

最 高 ハ8.6一 ・シテ、最 低 ハ8.1-1、i.均8.27ナ リ。
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８。４乃至８．２ノ亡ノ。'｀過牛数ナリ(83.3町＼}。

水素｢イオン｣濃皮ハ。早期肋膜寄惨出液ニテハ、

一般ヽ二高値リ･示し･、後漸降シ略い恒定トナルモ

･症例、見米、林、宮野ノ如シ･、惨出性肋膜炎

ヲ｀績殼ノヽルニ至りタルモノハ、其値更二降下フヽ。

(症例、原井、石塚(女･、石塚(男Ｏ、余ノ惨出

液ノ水素｢イオン｣濃皮ヲ他ノ惨出液拉二漏出液

ノ其レト比較センニ、測定方法ニョリ、夫々相

異ナルモ、結核性惨出液二就イテノヽ、中村氏平

均7.50、谷野氏7.29―7.58平均7.46、長沼、

演野、開口氏6.98―7.49、健康者胸腔液二就テ

ヘ中村氏平均8.51、谷野、中瀬、八田、膝井

氏7.68―7.60平均7.64ト記載セリ。従ツテ余

ノ肋膜竃惨出液水素｢４才ン」濃度ハ最高値ラ示

シ、健康者ノ胸腔液之二次ギ、結核性惨出液ハ

最低値リ･示ソ､モノヽ如シ。且水素｢･1オン｣濃度

ト惨出液ノ消長トノ開係二就テハ、諸家ノ説ク

如キ一定ノ阻係々認ノ難シ。

　　　　　　　

第３項

　

比

　

重

肋膜寄惨出液ノ比重ハ、最高1.030、最低1.020、

平均1.024ニシヘ1.026乃至1．020ノモノ90

χリ･占ム。

気胸経過ニヨり力膜者惨出液ノ比重/ptgJ,.^-^-

定セズ。

惨出液ノ比重ご･左右ソ､可キ最大要素ハ、蛋白量

ナルコト。'｀既知ノ事ナリ、文献ニョルー、瀬脇

氏ノヽ惨出液ノ比重ハ蛋白量二略ｌ雄行ノ、トナセ

ノレモ、 余ノ例ニテ。･ヽ必ズシモ然ラズ。余ノ肋膜

官惨出液ノ比重テ他ノ惨出液叉ハ漏出液こ比較

ﾉ、ノレ 結核性惨出液ニテハ、上田氏ハ1.017

乃至1.034、最モー多キハ1.025内外トシ、出升

氏・ヽ1．018乃至1.028、長沼、演野、開口氏ハ

1．019乃至1.025、最高1．030トセリ．、余モ亦、

10例ノ結核性肋膜炎患者ノ惨出液ヴ･検シタル

犬1.022乃至1.029､平均1.026 ･-ﾘ．健康者

胸腔液ニテハ、出井氏1．013乃至1.017(1.011

乃至1．015最拘トセリ．、

之ヲ要-いレニ、余ノ肋膜岩惨出液ノ比重ハ、結

核性惨出液ノ其レト大同小異ニシテ、健康者胸

【第17巻

腔液ノ其レヲj

　　　　　

第４項

　

リバルタ氏反感

湊g同上丿4.72

占川

－

‐

’

ｉ

4.24

　

-←-‥

1.48

3．S･j6

　

一一一一
143

－ ● － － － ● － -

気胸惨出液

一一一一一一一一
肋膜炎惨出

惨

余ノ肋膜賓惨出液ノリバルタ氏反庖ノヽ、總テ陽

性ご＝－シテ、早期ノ惨出液川

的弱ク、後気胸ノ維過二従テ反忠弧陽性トナル

モノ多シ。且其反忠良ハ概シテ蛋白含有吊ト平

行･いレモ、然うデルモノモアリ。

　　

第５項

　

蛋白質含有量、蛋白係数。

　　　　　　　　

残鈴窒素

第１日。蛋白質含有量

余ノ人工気胸二由来フ、ル惨出液ノ蛋白量ハ最高

6．90％、最低4．27χ、平均5．46ｙ･ニシテ、之

ヲ･他ノ惨出液及ビ健康者ノ胸腔液ノ其等ト比較

スル二次表ノ如シ。

　　

第９表

　

健康者胸腔液蛋白質含有量(匹)

報　告　者 最低値i最高値予約疵 検査方法

小川、栗原, 2.00ﾂﾞ5.00 2.80 Esbach氏法
･一=　　　　=i-　̃-
Kiejhldahl氏法大　久　保 2.70 1 4.40 3.24

古川、野田1.47 ，3.35 2.43 Refractometer

谷野、中瀬

八田、藤井

　　－　　　　-←-―㎜㎜
扇　　　田

1.38　3.35

㎜㎜　　－
-―-‘哨

1.30 J 3,50

　1.77 'Refractometer
._-.-　　　！

　　？　Esbach氏ま

第10表

　

惨出液蛋白質含有:I ;:(?ぶ)

報

　

告

　

者最低疵臨高値憚幽値1接=だ材料

湊（苫者ド4 27 i 6.90 1 5.40

6.47

　

5.60

6.81

　

5.65

6.91

　

1

　

5.80

6

.

63

,

5.20

■■■･･･　　=J　㎜■■㎜　　㎜㎜

O.

80

　

3

.

87

野田4.12
中 瀬

、

藤 井

　

･ - - W ̃ - - W -

　

- ¬ ･

瀬

　 　 　

脇

- = - - W W = - = - 　 －

　

Ｒｅｕ、ｓ

Bernhoim

肋膜炎惨出

7｡64り5.46 肋膜炎惨出
肋 膜 炎 惨 出

　 　 　

㎜ ■ ㎜ ㎜ ㎜

　

- - w

溶 出 液

而シテ漏出液川細シテハ、Reuss, Runebergハ

２．５％以下1ヽナヘ

　

古川、野田ハ３．０ｙ以下ト

セリ。

由楚観之、気胸惨出液ノ蛋白量・ヽ、他ノ惨出液

ノ其レト近似シ、健康者ノ胸雌液ノ其レノ約2

1音ナリト見ルベ｀シ。

余ノ肋膜畳惨出液内蛋白吊ノ気胸経過剖牢フ受

動ラ親ルヘ症例官野、小貝、鈴木二於テ漸噌

ノ傾向ラ示セド≒モ､慨シテ其憂動不規則｡し･､シテ、
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病 勢 ノ消 退 、 進 行 トZF行 ナ ル 關係 ラ認 メ難 シ。

H:oPPe,Runeberg,u.Senatorニ ヨ レバ 、蛋

白含 有 量 ノ高 低 ノ・、 炎 衝 ノ強弱 ニ ヨ リテ左 右 セ

ラル トナ シ、 中瀬 、 藤 井 氏 モ 、滲 出液 ノ蛋 白含

有 量 ノi病 勢(滲 出液 ノ状 態)ト 正 比例 的 二増 減

ス トセ ル モ、 滲 出液 内蛋 白量 ノ・、病 側 、 其 ノ新

菖 、 又 ハ滲 出液 ノ吸 収 状 態 、 滲 出液 瀦 溜 量 及 ビ

血 液 蛋 白重 、局 所 ノ血 歴 血 流 二影 響 セ ラルベ シ。

第2目・蛋白緻(雛;;の

蛋 白係 数 二就 テ検 査 シ得 タル肋 膜 賓滲 出液 拉 二

之 二績 登 セル滲 出性 肋 膜 炎滲 出液11例 テ見 ル

ー、 総 テ蛋 白係 数 ノ・1・00以 下 ニ シテ、 「グ ロ ブ

リ ン」ノ著 明 ナ ・噸 糧 テ示 セ リ。 殊 二、滲 出性 肋

第11表 蛋

膜 炎 ヲ緬 褒 セル症 例 原 井 、鈴 木 二於 テノ・、 績 登

セザ リシ症 例(6-11番 二比 シテ、 蛋 白係 数 小

ナ ル ノ・注 目 二値 スル トコ ロ ナ リ。 症 例 原 井(1>

ノ・、 滲 出性 肋 膜 炎 ラ績 獲 スル 直前 ノ肋 膜 賓 滲 出

液 ニ シテ、i2;へ 綾 叢2日 後 ノ滲 出 液 ナ リ。

`3♪ ノ＼ 之 ヨ リ約1週 間i(4>ノ ・1更 一1週 間

後 ニ シ テ胸 部 所 見良 好 トナ リ、 滲 出液 ノ吸 牧 セ

ラ レツ ・ア リ ト推 定 セ ラル 時期 ノ滲 出 液 ナ リ。

症 例 鈴 木i5)ノ ・、 滲 出液 血 性 ニ シテ、 滲 出 性 肋

膜 炎緬 獲直 前 ノ肋 膜 賓 滲 出液 ナ リ.斯 ノ如 ク、

蛋 白係 数 へ 滲 出性 肋 膜 炎績 獲 直 前 二於 テ、 既

二念 降 下 テ示 スモ ノ ・如 シ
。 故 二、 蛋 白係 数 ノ

測 定 モ1滲 出性 肋 膜 炎 ノ豫 知 及 ビ豫 防 ノ重 要 ナ

白 係 数

番號1症
1 一 一一一 一

刎探塒 期郵 堕 〔喉 え窪翌 ノ修 講 義
4.27:1.06}

」

残 絵 窒 素
「mg/d1 、一

10.0
一}一

〇.33
一

㎝ 『 一

._1二i一 第5同 氣 胸

2}i■ii「 麺 肺 臓
一_一一 一一一一一 一一

3-1滲 出性肋膜炎

3.21
一 一 τ

ooIO.85「 　証15一
一 一

一一

〇.27 19.7
__一 一 一一一

4.08」1.0013.08
「

　一 山 一 一

〇.32

}}

22.4
一一 一 一一`_一一一一一 皿 一一 一

4一 滲 出性肋膜炎i4・5211.5512.97
、一 畠一一一一一■一_一 一 一 一

0.52

一 一一 一}

40.0
一_一 一一5一
_1第12同 氣胸

___,一 一 一一一 一㎝
4.4510.79i3.66 0.22 26.7

6i第25同 氣 胸

一 一 一甲▼

4,431。4712.96 0.49 13.6

7腫一 ⊥塾頭氣胸 4.2711.38-12.87111 0.48 24.1

81… 第31同 氣 胸14.7711,493.28 0.45 31.1
一_一 一]一一6「iiii「

第13両 氣 胸14.3511.432.92
一 一

9

-一 「

0.49 19.3

10;一1第5同 氣胸
一1一 一一一 一 一一一 ・

4・ ・2i・ ・43
.一 」2・69

一一

〇.52 24.4

11一 第4回気胸 4.6311,882.75 0.68 32.9

備考 蛋 白量、「アル ブ ミン」、

ル観 察 貼 トナ リ得 ベ シ。

第3目 。 残 蝕 窒 素 含 有 量

滲 出液蛇 二漏 出液 ノ残 飴 窒 素含 有 量 二關 スル文

献 ラ徴 スル ニ1比 留 間 氏 ノ・漏 出液 拉 二滲 出液 残

飴 窒 素 含 有 量 ヲ測 定 セル ー、漏 出液(心 臓 病 、

肝臓 病 、 腎 臓 病)一 ア リテノ・、 其 含 有 量 ノ・正 常

血液 若 クノ・血 清 ノ夫 レニ等 シキ カ、 或 ノ・明 カ ニ

高 シ トシ、滲 出液 ニ ア リテノ・、漏 出 液 二比 シ梢 く

高 シ トセ リ。Straussノ ・血 清 ノ夫 二大 差 ナ シ ト

シ、Ascoliノ ・血液 ノ50%乃 至100%二 相 當 ス

トセル モ、Michaudノ ・価 青 ヨ リモ 遙:二低 シ ト

ナ セ リ。

余 ノ 気 胸 滲 出液 残 鹸 窒 素含 有:llレ・、 最 高40.0

「グ ロブ リン」・・総 テKjeldahl氏 窒 素 定 量 法 ニ テ測 定 セ リ

mg/dl,最 低10.Omg/dl,zF均25.29mg/dlニ

シテ、 血 液 ノ正 常 値 二等 シキ カ、或 八相 く低 シ。

気 胸 経 過 二於 ケル含 有 量 ノ鐘 化 ノ・、 早 期 肋 膜 賓

滲 出液 ノ、、 概 シテ低 値 ニ シテ、 後 漸 増 シ、 滲 出

液 潴 溜 量増 加 セル 時期 叉 ノ・滲 出 性 肋 膜 炎 テ績 獲

ス ル ニ及 ビ、顯 著 ナ ル増 加 テ示 スモ ノ 多 シ。

第6項 糖量19UL

気 胸 ノ豫 後 テ判 定 ス ル`一 、 最 モ重 要 ナ ルノ・1

「エ オ ジ)」 嗜 好 性 白 血 球
、 淋 巴球 ノ外 二滲 出液

ノ含 糖 量 ナ リ。1913年Hegleru.Schummノ

両 氏 ノ・、滲 出 液 及 ヒ漏 出 液 ノ台 糖 量 井川 定 シ、

漏 出液 ニ テノ・含糖 量 大 ニ シテ屡 ミ血液 以 上 トナ

リ、 滲 出液 特 二結 核 性 ノモ ノニ ノ・0.1%以 下 テ
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示シ血液ヨリモ少ク、ご１レサ以テ鑑別診断二嘸

用センコトヲ･提言セリ。比留間、平作、久島及

ど古川、野田ノ諸氏モ之サ追試シ、同様ナル成

績サ得タリ。建二於テ、余・ヽ肋膜竃惨出液拉二

之二績登セル惨出性肋膜炎惨出液ノ含糖量ヲ正

確二測定シ、次ノ結果ヲ得タリ。附]チ最高0.172

g/dl,最低0．005 g/dl 平均値ハ肋膜竃惨出液

0.099 g/dl惨出液肋膜炎テ絹登セルハ0.003 g/dl

ナリ。上掲ノ惨出液ノ含糖量ノ状況ヲ見ル二次

表ノ如シ。

　　　　

第12表

　

惨出液ノ含糖量(ｇ/dl)

糖　　　量 同　肢 糖　　　に 同　駈

0.100以上 30 ;0.050一一0.030 ３

0.100－0.070 12 0.030－0.010 川
0.070－0.050 8　lo.oio―0 ４

自]チ、含糖量0．100 g/dl 以上ノモノ、60回申

30同(50％にシテ、0．070 g/dl 以上ノモノハ

70％ヲ･算フ、。而シテ、惨出性肋膜炎ヲ梢特セル

モノノ含糖量ハ0.012 g/dl 以下ナリキ。とテ他

ノ結核性惨出液ノ含糖量こ一比較スルニ、余ノ結

核性肋膜炎患者ノ10例ニテハ、下均値0.071

g/dl、最高0.095 g/dl、最低0．05 g/dl、長沼、

演野、開口氏ハ0．120乃至0.02 g/dl、比留間氏

ノヽ大部分ノヽ0．０９g/dl 以下－シテ、平均0.0672

ナリシト言フ、, Hegler ｕ．Schumm ･ハ0。1 g/dl

以下、Paschel ｕ. Reichelハ平均0.082 g/'dl

ナリトセリ。

由是観之、余ノ肋膜寄惨出液含糖量ノ平均値ハ

諸家ノ其レニ比シテ、邁二大ナリ。

肋膜寄惨出液含糖量ノ気胸経過二於テル宛化ラ

　　　　

第13表

　

席出液内含糖量ノ樋動

　　　　　

惨出性肋膜炎ヲ績螢セノl/症例

0バ0

0｡100

卯卯

　

∂

㎜ 原

　

井

　　

・－一一

　

飯

　

田

{$/d£)

手

a/

μ

-

肋膜吝惨出液ノ症例

林 ･ 皿 － ・ 見米
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見ルニ、極ｊテ興味アル事賓二遭遇シ得タリ。

而シテ、其曝化ノ状況八次ノ４症例４以テ代表

的二説明シ得べ｀シ。

圖二示フ、如ク、惨出液肋膜炎ｦ一拍脅セル症例ハ、

惨出液ノ含糖量ノ曝化殊二其漸減ノヽ著明ニシ

テ、晩期二於テハ0． 015 g/dl 以下迄二減少ス。

之いえシテ、肋膜炎ヲ･拍登セデリシモノハ気胸

中期二於月

丿一再噌加ラ来スモノアリテ、其減少度前者二比

シ、穎著ナラズ。

故ニ、肋膜官惨出液含糖郊:ノ受化ハ、気胸ノ憬

後々･判定スル上二於テ且亦惨出性肋膜炎ラ禄知

シ、橡防シ得ル黙二於テ、重要ナル観察鮎トナ

リ得ベシ。而シテ、含糖量ハ細胞學的性状殊ニ

｢エオジン｣嗜好性白血球ノ波長ト平行的開係ヲ

有シ、淋巴球ノ消長ト相反ソ、ル経過ヲ示ヤハ興

味アル事ナリ。

　　　　　　

第７項

　

食極量(g/d1)

気胸惨出液ノ食囃量ハ、最高0．670、最低0.550、

下均0．611ナリ。之ヲ結核性惨出液二比ノヽル

へ。余ノ結核性肋膜炎患者10例ニテハ最高

0.597、最低0.550、平均0.577ヽﾆﾆ､シテ長沼、演

野、開口氏ハ0.561乃至0.605、谷野、八田氏

ノヽ0.640乃至0.735、平均0.683ナリトセリ、、

健康者胸腔液二開シテノヽ、谷野氏ノ'ヽ0.645乃至

0.766、平均0.697、古川、野田氏､ハ0．600乃至

0.679、平均0.641トセリ。

故ニ、余ノ肋膜賓惨出液ノ食堕含有量ハ、結核

性惨出液ノ其レニ近似シ、健康者胸腔液二比シ

梢州氏値ナリト言フベシ。

気胸経過二於々リレ肋膜吝惨出液ノ食晩景ノ愛化
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ノゝ

其噌減一様ナラズ。惨出性肋膜炎リ･紬登セ

ル場合二於テモ然り。之レ惨出液内企暁星ハ1飢
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液食:哨量二甚グシク影響セラルヽコトユ由来ス

べ’シ

　　

○

第３節

　

潭出液内結核菌二就テ

肋膜官惨出液址二之ｊ==､栢疲セル惨出性肋膜炎惨

出液内結核菌ノ検出ニハ、惨出液遠心沈澱沈流

ノ結核菌染色ト海銚ニョル動物試験ヲ以テセ

リ。其結果トシテ、肋膜竃惨出液ハ總テ結核菌

陰性ニシうｰ、惨出性肋膜炎サ禎登セル症例７例

中４例二於テ之月び明シ得タリ。従ヽソラ、人工

第
」
、
リ

気胸施術ニョリ登現ソ､ﾉﾚ惨出性肋膜炎ハ結核菌

二條リテ登現ノヽルモノナい゛ク、印チ、人工気

胸ト開係ナ々殺牛セル結核性惨出性肋膜炎ト其

原因せ一二スベ｀ク、従ツテ、其惨出液ハ肋膜吝

惨出液ノ細胞所見及ビ化學的性状卜相違スル所

アノレベ｀シｏ

章

　

總括蛙二結論

余ハ肺結核患者48名、肺門結核患者６名總計

54名ニ人工宰気々胸術ｦ'施シ、其中2O名ニ就

キ渚

之二反シ、惨出性肋膜炎々･績登セルーモノ､ハ

高1900、最低600ナリ。

最

肋膜官惨出液内細胞数ハ、気胸経過二件ヒ漸減

ノヽルモ、惨出性肋膜炎ｦ一拍晋セルモノハ、其減

少度更二顕著ナリ。

3･中性嗜好性白血球ハ、肋膜官惨出液二於ｆ

ノゝ

、其数ノ百分率ハ平均5.23^、惨出性肋膜

炎り績稜セル場合ノ惨出液ノ該細胞ノ百分率

ノゝ 平均9.32%ニシテ、後者二於テ遥二高値

ナリ。

肋膜竃惨出液こヤハ気胸中期二於テ一時的噌加

ヲj1スモノ有レドモ、I晩期ニ。゛｀再減７ヽルモノア

リ。之一反シ、晩期叉ノヽ中期二再噌加ラ示ヤハ

像後不良ニシテ、惨出性肋膜炎ヲ･績冊ソヽル危瞼

大ナリ。

4）「エオジン」嗜好性白血球ハ、肋膜竃惨出液

-こ於テ｡ハ、其出現頻度100％ザ示シ、細胞總敷

トノ倣ノ比率ハ最高値90．4％ニシテ、平均54.9

％ナリ。之二反シ、惨出性肋膜炎ラ細鍵七ルハ、

該細胞ノ倣ノ平均値1.75ガユ過ギズ。

肋膜寄惨出液内該細胞ハ、気胸経過二件ヒ漸減

ソヽ。之二反シテ、惨出性肋膜炎尹細良セルこノ

ハ其減少度極・･テ急速ナリ。

肋膜寄惨出液内該細胞噌多ハ、釦夜ノ夫レｊりZヽ

ズシモ隨件セズ。

5）肥眸細胞へ肋膜竃惨出液55同分中其出

現頻度ハ74,5'ダナリ。細胞醵ハ中性多核白I皿

球大叉ハ之ト淋巴球トノ中間ニアリ。核ヤ多低

型大牛り占ム。「オキシダーゼ」反座址ニ「ペル

オキシダーゼ」反庖ハ殆ンド總テ陰性ナヽモ、

極ノ･う・僅カユ「オキシダーゼ」反咆陽性十ル願粒

子R忍メタリ。

6･淋巴球ノ敬ハ、肋膜吉惨出液ブ於テハ細胞

全敬二比シ其下均値ハ45．9％ニシテ、溶出忖
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肋膜炎ラ績農七･･｡モノハ其平均値｀89．5％ナリ。

肋膜官惨出液拉こ之ヨリ梢登セル惨出性肋膜

惨出液中ノ該細胞ノ詐長べ「エオジン」嗜好性

白血球拉二肥眸細胞ノ夫レト相反フ、。

小型淋巴球大多歌ナルモ、大型淋巴球モ亦屡ｌ

認メラル。

7）大軍核性細胞ハ、肋膜官惨出液内二気胸ノ

早期ヨリ屡ｌ認ノラル。貪喰作用サ有ヤルモノ

アリテ、原形質内二大小歌個ノ空胞ラ有シ、定

型的ナル印環細胞ト研シ得デルマデモ、甚グ之

ニj丘ﾉ1以七ルモノｙリ。

10800

／

m
ｉ
ｆ
Ｌ
）
敬
し

轟
月

　

ケ

【第17巷

8j

　

内被細胞へ漑シテ気胸早期ノ肋膜賞惨出

液二比較的多倣出現シ、其出現頻度ハ38．18％

ナリ。

9）不完全細胞ノヽ、概シテ気胸晩期ノ肋膜官參

出液二多シ。赤血球ハ、肋膜竃惨出液中－ハ微一

量乍ラ毎常謐明セラレ、惨出性肋膜炎ヲ･績脅ス

ルニ及ンデ激増ス。

10）肋膜竃惨出液内細胞ノヽ、總テ縮小、萎縮テ

示サズ。核ノ「シロベ・チン」索及ビ核漿モ極タテ

明瞭ナリ。

11）気胸二由来ノ、ル惨出液ノ細胞所見ノ概要

第14表肋膜宮惨出液ノ細胞所見ノ代表的鑓動

肋膜吉液・一症例(見米)
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惨出性肋膜炎ヲ績螢セルー症例(石塚

　

女)
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卯00

2∂ひ0

ｵ/鹿部

Ｚ‥細胞敷(ｃｃｍ)Ｅ･.i‾エオジン｣嗜好性白伽球

Ｐ‥中性嗜好性白血球

　

Ｌ‥淋巴球

大７２症砂レ以タ代表シ得ベシ。

12）惨出液ノ繊維素形成。･ヽ全例二認ノラレ、

気胸早期ノ肋膜吝惨出液ハ繊維素ノ形成少ナ

ク、後期ノモノノ｀多シo

1ぶ

　

水素yｊ才ン」濃度ハ、最高8．6、最低8．0、

平均8.27ナリ､、気胸早期ノ肋膜吝惨出液八一

般二高値丿示シ、後漸降ス。

14ﾉ

　

比重ハ、最高1030、最低1020ニシテ、1026

乃至1022 ;モノ最多ナリ。

15ノ

　

リバルタ氏反座ハ。總７陽性ナリ。

　

気胸

早期ノ肋膜皆惨出液ノヽ、慨シテ其反吉度刺々、

後丿丈吉良高ヴルモノヽ如シ。

16）蛋白質含有］;Iレヽ、最高6．90％、最低孔27

％、平均５．４ガナリ。而シ八肋膜畳惨出液内

　

↑
対面

Ｂ‥肥眸細胞

　

ｆ

刺lｌ

r
ｖ
i
ｕ
Ａ
ｏ
ｏ

　

今

ｔＨZIＫ

蛋白質含有量ノ気胸経過二件フ噫動ハ不定ナ・-

ﾘ。

17･蛋白係数ハ、検査シ得タル11例二就テ見

ルニ、總テ0．68ヨリ小ナリ。、而シテ、惨出性肋

膜炎績貨ノ直前二於テ、急降下り示スモノヽ如

18）残除窒素含有量ハ､最高40.0 mg/dl 、最低

10．０mg-'dl, 平均25.29 mg･/dl ナリ。早期惨出

液ハ概シ刊氏値ニシテ、後所噌シ、惨出性肋膜

炎々柏敬一・、ル≠及ヒヽ、顕著ナル増加尹示スモノ

多シ。

19）糖含有量ハ、最高0.172 g/dl 、最低0．005

g/dl-シテ、下均0.099 g/dl ナリ。含有量0．100

g/dl以上ノモノ。・ヽ50％ヲ･占ム。

　

肋膜官惨出液



トシテ留マルモノノヽ、早期ニO．100 g/dl以上ラ

示フヽモノ多ク、後漸減'いレモ、其減少度顕著ナ

ラズ。惨出性肋膜炎ラ績貨スルモノヘ其減少

度著明ニシテ、晩期ニハ0．015 g/dl 以下テ示ス

モノ多シ。

20j

　

食哨含有量ハ、平均0．611 g/dl －シテ、

気胸経過二於ケル分fレヽ不定ナリ。

21）結核菌ハ、染色拉二動物試験二於テ、肋膜

賓惨出液ハ全例陰性ナリシモ、肋膜皆惨出液ヨ

リ績狸セル惨出性肋膜炎惨出液ハ７例中４例二

之ヲ澄明シ得タリ。

掴竿二臨ミ、終始御懇バレル御指導回

賜リタル恩師囃谷教侵川制察ノ謝意吋かゲ。尚

種カ御援助刊湯リタル聾局諸兄二深謝’ヽ。
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